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研究成果の概要（和文）：本研究で以下が明らかになった。1)生態系サービス管理においては、生態系からサー
ビスが「引き出される」プロセスと、サービスが分配されるプロセスは峻別する必要がある。2)制度、アクセス
の権利、知識、技術、文化やそれらの未来への潜在性は、各ステイクホルダーにとっての生態系サービス管理に
おけるフレーミングを構成する。3)各ステイクホルダーのフレーミングによって判断される個別の合理性の将来
予測（算段）は、管理システムのレジリエンスに影響する。4)持続的な生態系サービス管理のためには、そうし
た未来の個別的および社会的合理性を発展させるために「場（place）のマネジメント」という実践的な構想が
必要である。

研究成果の概要（英文）：In this research the following results were obtained: 1) Conceptions of 
ecosystem service management need to be discriminated the process of "deriving" service between “
distribution” service.  2) Issue framing of ecosystem service management by each stakeholder is 
made up of institutions, access rights to local ecosystem, local knowledge, technology of using 
natural objects, socio-cultural value of nature’s benefits, and those future potentials. 3) Issue 
framing makes individual rationality which influence resilience of management system. 4) Sustainable
 ecosystem service management needs the conceptions of “management of place” which develop 
individual-social-ecological rationality in the future.

研究分野： 環境社会学

キーワード： 駿河湾　サクラエビ　資源管理　生態系サービス　漁業管理　コミュニティベースドマネジメント　プ
ール制　公害問題
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１．研究開始当初の背景 
 自然の「恵み」としての生態系サービス概
念については 1990 年代末から議論が行われ、
特に 2005 年の国連環境計画（UNEP）によ
るミレニアム生態系評価（以下 MA）以降、
その持続的な生態系サービスの享受に国際
的な関心が高まりつつある。その結果、生物
多様性条約COP10 で決定された「愛知目標」
にも盛り込まれたほか、日本国内でも政策へ
の反映が企図されている。 
しかし、MA を筆頭に多くの生態系サービ

ス概念では単純に生態系の存在とサービス
の存在を同一視しているため同時代的空間
におけるサービスの所在の確認しかできず、
サービスやそれにかかわる人間の諸活動の
歴史的経緯と未来的なポテンシャルやトレ
ードオフ、および時間的経過に伴う多様な構
成要素の変化とサービスの変容を十全に分
析、評価することができない。 
 
２．研究の目的 
 そのため、本研究では、事例研究を軸とし
て人文社会学的成果を踏まえた生態系サー
ビスの概念批判を行い、評価軸を含んだ新た
な実践的な生態系サービス管理の構想
（conceptions）と人間－自然系のダイナミズ
ムに順応的に人間社会が対処するための特
にローカルレベルにおける協働管理システ
ムの新たな構築・再生の基礎条件を明らかに
して、現場レベルでの持続的な生態系サービ
ス管理を論じるための基礎的な知見を示す
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、大きく分けて持続的な生態系サ
ービス管理（特にローカルな協働管理）に関
する事例研究と、その成果をもとにした概念
批判・再構築を行う理論研究の 2つに大別さ
れる。事例研究では、メインとして駿河湾の
サクラエビ漁業における「プール制」の成立
プロセスを漁業者、加工業者、行政、科学者、
台湾のサクラエビ漁業関係者を中心とした
ステイクホルダーに対するインテンシブな
調査をメインとして生態系サービス管理の
変遷を検討した。また、比較対照のためのサ
ブとして、浜名湖における漁業者の生計や、
宮崎県綾町の照葉樹林保全の歴史、農業土木
における環境配慮の合意形成などを調査し
た。理論研究では、資源論や林政学、コモン
ズ研究、観光学などの隣接分野の文献研究を
中心に行った。 
 
４．研究成果 
 メイン事例の駿河湾のサクラエビ管理、特
に「プール制」と呼ばれる共同操業と利益分
配のシステムの成立過程について主に検討
したところ、現・富士市を中心とした駿河湾
奥部における公害問題の発生や駿河湾内の
漁業の不振、遠洋漁業への政策的な誘導とい
ったサクラエビ漁業にとっての外的な要因、

船の動力化や化学繊維の網や、ネットローラ
ーなどの技術革新と、漁業者間の過当競争状
態、海外の漁場開発、漁業者自身の海に対す
る経験的な知識といった内的な要因、そして
基盤的・間接的な要因となる自然環境に対す
る各主体の認識のフレーミングの3点が重要
な要素として得られた。従来は「プール制」
に関して公害問題や過当競争などの内外の
直接要因に注目した説明がされてきたが、さ
らにその基層には各主体のフレーミングも
特に外的要因に対する反応に作用する可能
性が示唆された。一方、サブ事例の検討によ
って、当事者が経験的に得ているローカルな
知の活用の効果や、それを実現する要因につ
いての知見も得られた。 
 以上のような結果から、理論研究の成果を
併せて検討すると、以下のような点が明らか
になった。 
第一に、生態系サービス管理においては、

生態系からサービスが「引き出される」プロ
セスと、サービスが分配されるプロセスは峻
別する必要があること。第二に制度、アクセ
スの権利、知識、技術、文化やそれらの未来
への潜在性は、各ステイクホルダーにとって
の生態系サービス管理におけるフレーミン
グを構成すること。第三に、フレーミングに
基づいて各ステイクホルダーによって判断
される個別の合理性の将来予測（算段）は、
管理システムのレジリエンスに影響するこ
と。第四に持続的な生態系サービス管理のた
めには、そうした未来の個別的および社会的
合理性を発展させるために「場（place）の
マネジメント」という実践的な構想が必要で
あること。 
 これらは、IPBES などの国際的に進行中の
生態系サービス評価や管理のための議論に
対して新たな視点を提供し得ると考えられ
る。 
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